
○石川県警察入札審査委員会等設置要綱の制定について

平成１９年４月２日会甲達第５号

警察本部長から部課署長あて

対号 昭和５７年４月１９日付け発会第１６１号「石川県警察建設工事

等請負業者指名審査委員会の設置要綱の制定について（通達）」

石川県警察本部所管の請負工事及びこれに伴う委託業務の入札について、公正か

つ適正な審査を期するため、別添のとおり「石川県警察入札審査委員会等設置要綱」

を定め、適正な入札審査を行うこととしたので、事務処理上遺憾のないようにされ

たい。

なお、対号は廃止する。

また、資格審査、指名選定、入札執行、請負契約、施工監理等に関し、この要綱

に定めのない事項については、地方自治法、石川県財務規則の定めるところによる

ほか、石川県土木部長の定める建設工事関係規程を準用する。

石川県警察入札審査委員会等設置要綱

第１ 設置

１ 石川県警察本部所管の請負工事（交通安全施設を含む。）及びこれに伴う

測量調査、設計等委託業務の入札に係る必要な事項について、公正かつ適正

な審査を期するため、警察本部に入札審査委員会（以下「委員会」という。）

を設置する。

２ 警務部会計課に、委員会において審査する以外の入札について審査を行う

入札審査会（以下「審査会」という。）を設置する。

第２ 所掌事務

委員会及び審査会は、次に掲げる事項を審査する。

(1) 委員会

ア 工事請負費の決裁区分（石川県財務規則第１７条第２項別表４に定め

る区分）が主管部長以上の請負工事で支出負担行為伺額が、６，０００

万円以上の工事にかかる一般競争入札の入札参加条件等に関すること。

イ 委託料の決裁区分（石川県財務規則第１７条第２項別表４に定める区

分）が主管部長以上の請負工事に伴う測量調査、設計等委託業務及び委

員長が必要と認めた委託業務にかかる指名等に関すること。

ウ ア及びイ以外に委員長が必要と認めた事項

(2) 審査会

ア (1)のアに規定する以外の請負工事にかかる一般競争入札の入札参加

条件等に関すること。

イ (1)のア及び(2)のアに規定する以外の請負工事にかかる指名等に関す

ること。

ウ (1)のイに規定する以外の委託業務にかかる指名等に関すること。



エ ア、イ及びウ以外に会長が必要と認めた事項

第３ 組織

委員会及び審査会は、次のとおり組織する。

(1) 委員会

ア 委員会は、警察本部長、警察本部の各部長及び警務部会計課長をもっ

て組織する。

イ 委員長は、警察本部長をもって充てる。

ウ 委員長に事故あるときは、警務部長がその職務を代理する。

エ 委員長が特に必要と認めたときは、委員以外の職員を委員会に出席さ

せることができる。

(2) 審査会

ア 審査会は、警務部会計課の調査官以上の職員、営繕補佐及び管財補佐

をもって組織する。

イ 会長は、警務部会計課長をもって充てる。

ウ 会長に事故あるときは、警務部会計課次席がその職務を代理する。

エ 会長が特に必要と認めたときは、会員以外の職員を審査会に出席させ

ることができる。

第４ 審議

委員会及び審査会は、次のとおり招集、開催する。

(1) 委員会

ア 委員会は、委員長が必要に応じ招集する。

イ 委員会は、委員の過半数以上の出席がなければ、開催することができ

ない。

ウ 急施を要する事項等で、委員会を開くことができないと委員長が認め

たものについては、持回り審議により委員会の審議に代えることができ

る。

(2) 審査会

ア 審査会は、会長が必要に応じ招集する。

イ 審査会は、会員の過半数以上の出席がなければ、開催することができ

ない。

ウ 急施を要する事項等で、審査会を開くことができないと会長が認めた

ものについては、持回り審議により審査会の審議に代えることができる。

第５ 運営

１ 委員会及び審査会は非公開とする。

２ 審査の概要については、会議録を作成しなければならない。

第６ 庶務

委員会及び審査会の庶務は、警務部会計課において処理するものとする。

第７ その他

この要綱に定めるもののほか、必要な事項については、委員長が別に定める

ものとする。



附 則

この要綱は、平成１９年４月２日から施行する。


